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医療機能の現状と今後
の方向を報告

都
道
府
県

 「医療介護総合確保推進法」により、都道府県が「地域医療構想」を策定。
（平成２８年度末までに全都道府県で策定済み）
※ 「地域医療構想」は、二次医療圏単位での策定が原則。

 「地域医療構想」は、２０２５年に向け、病床の機能分化・連携を進めるために、医療機能ごとに２０２５年の
医療需要と病床の必要量を推計し、定めるもの。

 都道府県が「地域医療構想」の策定を開始するに当たり、厚生労働省で推計方法を含む「ガイドライン」を
作成。平成２７年３月に発出。

医療機能の報告等を活用し、「地域医療構想」を策定し、
更なる機能分化を推進

（「地域医療構想」の内容）

１．２０２５年の医療需要と病床の必要量
・高度急性期・急性期・回復期・慢性期の４機能ごとに医療需要と
必要病床数を推計
・在宅医療等の医療需要を推計
・都道府県内の構想区域（二次医療圏が基本）単位で推計

２．目指すべき医療提供体制を実現するための施策
例） 医療機能の分化・連携を進めるための施設設備、
在宅医療等の充実、 医療従事者の確保・養成等

地域医療構想について

（機能が
見えにくい）

医療機能
を自主的に
選択

医
療
機
関

（B病棟）
急性期機能

（D病棟）
慢性期機能

（C病棟）
回復期機能

（A病棟）
高度急性期機能

○ 機能分化・連携については、「地域医療構想調整会議」で
議論・調整。
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①病床機能
分化・連携の

推進

②地域包括
ケアシステムの

充実

③医療・介護従事者の確保・養成

（１）病床機能分化・連携

① 県民の命を守る高度・専門
医療の維持・発展
② 高齢化に対応した病床機能
の充実強化
③ 切れ目のない医療連携シス
テムの構築

（２）地域包括ｹｱｼｽﾃﾑの充実

① 在宅医療・介護ｻｰﾋﾞｽ提供
基盤の充実強化
② 在宅医療・介護連携の推進
③ 地域包括ｹｱｼｽﾃﾑを支える
予防・住まい・生活支援の充実

『病床機能＊地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ』は両輪で！

地域医療構想で目指す姿

【基本目標】

誰もが状態に応じて適切な場所で必要なサービスを受けられる「滋賀の医療福祉」の実現

3

（３）医療・介護従事者の確保・養成

① 病床機能分化・連携推進の
ための医療従事者確保・養成
② 地域包括ｹｱｼｽﾃﾑ充実のため
の医療・介護従事者の確保・養成
③ 医療・介護従事者の連携推進



（参考）過年度 東近江圏域地域医療構想調整会議

年度 日時 主な議題等

H29年度
７月２１日
１１月 ６日
１月２２日
３月１６日

（１）地域医療構想と東近江圏域の課題について
（２）滋賀県保健医療計画の改定について ＊医療と介護の協議の場
（３）地域医療介護総合確保基金（医療分）について
（４）公的医療機関等2025プランについて（公立病院）
（５）地域包括ケアシステムの現状と課題について

H30年度

７月２０日
１１月 １日
１月３１日
３月 ７日

（１）地域医療構想実現に向けた各医療機関の計画（２０２５プラン）について(全病院）
（２）病床機能報告の結果について
（３）滋賀県保健医療計画に基づく５疾病５事業の現状および課題について
（４）地域医療介護総合確保基金（医療分）について
（５）東近江圏域医療福祉ビジョン実現に向けた取組み計画について
（２）平成29年度病床機能報告を用いた定量的な分析について

R元年度
７月１１日
１０月 １日
1月１６日
３月(書面）

（１）地域医療構想調整会議の概要について
（２）平成30年度病床機能報告の結果について
（３）地域医療介護総合確保基金（医療分）について
（４）東近江圏域の療養病床実態調査結果について
（５）公立・公的医療機関の具体的対応方針の再検証要請について
（６）市町の地域包括ケアシステムの現状と課題について
（７）滋賀県外来医療計画の策定について
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（参考）過年度 東近江圏域地域医療構想調整会議

年度 日時 主な議題等

R３年度 ８月(書面）

（１）地域医療構想にかかる国の動向について
R元年度病床機能報告結果について

（２） 地域医療介護総合確保基金（医療分）について
（３）滋賀県保健医療計画中間見直しについて
（４）地域医療連携推進法人の設立について[協議事項]

R4年度
11月15日
３月 1日

（１）令和３年度病床機能報告の結果について
（２）地域医療介護総合確保基金（医療分）について
（３）外来機能報告について
（４）病床機能の分化・連携について
公立・公的医療機関の具体的対応方針、経営強化プラン、病床機能報告
それぞれの医療機関より病床機能報告等に基づき説明。
近江八幡市立総合医療センターより経営強化プラン概略を説明。
各医療機関の方針について調整会議で 合意を得たものとされる。
東近江市立能登川病院より経営強化プランに関する作成の計画を説明。

（５）医療機器共同利用計画について
（６）新型コロナウイルス感染症にかかる東近江保健所の対応と感染動向について
（７）圏域の在宅医療の現状について情報共有
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（参考）過年度 東近江圏域地域医療構想調整会議

年度 日時 主な議題等

R5年度
7月31日
１2月27日

（１）紹介受診重点医療機関の決定について
（２）地域医療介護総合確保基金対象事業の提案について
（３）外来医療計画に基づく医療機器共同利用計画について
（４）東近江市立能登川病院の具体的対応方針（経営強化プラン）について
（５）東近江蒲生医療センターの病院化について
（６）東近江圏域の休日・夜間の小児救急について

Ｒ６年度
７月31日
１月１０日

（１）地域医療介護総合確保基金対象事業の提案について
（２）管内市町第９期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画について
（３）東近江圏域の在宅・地域看取りの現状と課題について
（４）医療機器共同利用計画について
（５）東近江圏域内医療機関の病床変更等について
（６）かかりつけ医機能報告制度について
（７）東近江医師会の取組（在宅医療相談外来）について
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病床機能報告結果（滋賀県）

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟・転換 合計

2017年 2,107 5,319 1,596 3,206 174 12,402

2018年 2,167 5,066 1,808 3,083 286 12,410

2019年 2,044 5,090 1,748 2,961 368 12,211

2020年 1,973 5,062 1,767 2,793 317 11,912

2021年 1,932 5,144 1,899 2,792 138 11,905

2022年 1,846 5,226 1,933 2,647 159 11,811

2023年 1,802 5,169 1,935 2,644 261 11,811

2024年 1,778 4,985 1,961 2,598 432 11,754

【参考】
2025年推計値

1,277 3,871 3,579 2,592 ０ 11,319

単位：（床）

7



病床機能報告結果（東近江圏域）

高度急性期 急性期 回復期 慢性期
休棟・
転換

合計 備考

2017年 144 970 268 912 0 2,294

2018年 145 972 268 900 0 2,283

2019年 144 973 268 900 0 2,285

2020年 144 973 267 781 ０ 2,165
介護医療院
への転換
(120床）

2021年 152 969 347 701 ０ 2,169

2022年 167 950 347 701 0 2,165

2023年 167 997 299 701 1 2,165

2024年 152 875 359 701 61 2,148

【参考】
2025年推計値

174 485 551 622 ０ 1,832

単位：（床）
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